
氏名 竹中　浩

学部担当科目

・政治学
・国際政治学
・総合社会学特殊講義
・演習
・基礎演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会文化研究演習

授業科目

令　和　3　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

政治思想学会　ロシア史研究会

北東アジア認識から見た19世紀末英米露政治思想の比較可能性に関する複合的研究

特になし。

大阪大学後援会評議員を務めた。

東京大学大学院法学政治学研究科政治専門課程博士課程修了

法学博士

西洋政治思想史・比較政治

最終学歴

　【研究上の特記事項】 特になし。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長・大学院社会学研究科長・奈良大学理事等を務めた。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・法学概論



共

共

単

②

①

③

①

③

（その他）

②

③

（学会発表）

①シルケナートほか編（岡野・紙
野・高橋編訳）『法の支配と法治主
義』（2020年）

②帝政期のザバイカリエにおける
ブリヤートへの宣教活動―チベット
仏教への対抗と総督府との関係を
中心に―

②

③

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①スマートフォンと○○の世界

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

令和3年12月

令和3年11月

177-178頁

199‐222頁

ナカニシヤ出版令和4年3月

阪大法学


